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１．はじめに 
 

 現在日本では、地方分権一括法の施行や三位一体改革の推進等により、中央集権的行

財政システムから「地方分権」的システムへの大転換を図っている。当該改革は

Oates(1972)が示した、地方政府による各地域の選好特性に合わせた地方公共財供給が中

央政府による画一的供給よりも効率的である、という「分権化定理」にその理論的根拠

を有する。しかし、これまで、日本の地方分権論議では、地方公共財選好に関する地域

間差異の存在は議論の前提として語られるのみで、当該前提の実証的確認やその差異を

定量的に測ることはなされてこなかった。 
  そこで、本稿では、上記前提の妥当性を検証し地域間差異を測量するため、近畿２府

４県の 92 市を、因子分析・クラスター分析を通じて、地域特性の似通ったクラスターに

分類したうえで、クラスター毎の住民効用関数を推定した。なお、推定には対象市の 1997
（平成９）～2002（平成 14）年度データをプーリングして用いた。 

 
２．住民効用関数の推定 
 
  「各地域の自治体は、毎年度の予算制約の下、自らの地域住民（代表的個人を仮定）

の効用（CES 型効用関数を仮定）最大化を目指し各地方公共財への歳出配分を決定して

いる。」という想定の下導出された各地方公共財への最適歳出配分割合に基づき、以下の

推定モデルが用意される。 
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上記式において、 kiS は第 i 自治体の第 k 地方公共財への歳出配分割合、nは地方公共財数

（本稿では７）、nclusはクラスター数（本稿では５）、 1jw は第１クラスターにおける第 j

地方公共財の効用ウェイト、 lCD はクラスターダミー変数（第 i 市が第 l クラスターに属

する時は１、それ以外はゼロ）、 jlcoew はクラスターダミー変数 lCD にかかる係数、 jiBPy

は第 i 自治体の第 j地方公共財価格、 kiv は誤差項をそれぞれ表している。そして、当該推

定モデルを Zellner（1962）の SUR（Seemingly Unrelated Regression）により推定実施。推



定結果より、クラスター毎のウェイトパラメータ推定値は下図のとおりとなった。 
 

各クラスターにおけるウェイトパラメータ推定値 
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３．まとめ 
 

推定結果では、クラスター間で有意な差異の存在が確認された。そして、都心クラス

ターでは商工業財、第２次産業化クラスターや高齢化クラスターでは商工業財や農林水

産業財、都心周辺クラスターや郊外クラスターでは民生財や教育財に対する効用ウェイ

トが相対的に大きくなっている状況が把握できた。よって、今後は、これら選好差異を

踏まえた改革の推進が期待される。 
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